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図1
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新
事
業
展
開
の
検
討
を

始
め
た
と
き
の
業
績
傾
向

図3

下
請
比
率
別
の
新
事
業
展
開
に
際
し
て
直
面
し
た
課
題

事業転換した企業 (n=197)

下請比率25％未満の企業 (n=237) 

下請比率25％以上の企業 (n=139) 

悪化していたあまり変わって
いなかった

好転していた

多角化した企業 (n=589)

資料：中小企業庁委託「中小企業の新事業展開に関する調査」(2012年11月、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱)
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資料：中小企業庁委託「中小企業の新事業展開に関する調査」(2012年11月、三菱UFJリサ
ーチ＆コンサルティング(株)) (注)「分からない」を除いて集計している。
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の
経
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お
ろ
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に
な
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そ
の
他

特
に
課
題
は
な
い
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日
本
経
済
を
支
え
て
い
る
の
は
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
で
す
。
昨
今
の
厳
し
い
経
済

状
況
を
踏
ま
え
て
、
国
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
か
ら
、
う
ま

く
活
用
す
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
は
㈱
エ
イ
チ
・
エ
ー
エ

ル
取
締
役
副
代
表
の
太
田
敬
治
氏
に
、
支
援
策
活
用
法
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
今
の
円
安
に
よ
る
仕
入
価
格
の
変
動
や
、
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
需
要
の
減
少

な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
よ
う
な
経
営
を
続
け
る
だ
け
で
生
き
残
っ
て
い
く

に
は
、
大
変
厳
し
い
時
代
に
な
って
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
も
さ
ら

な
る
成
長
を
遂
げ
る
中
小
企
業
も
多
数
存
在
し

ま
す
。こ
う
し
た
企
業
の
特
徴
は
何
か
。そ
れ
は
、

常
に
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
模
索
し
、
既
存

事
業
の
枠
を
超
え
、
新
事
業
を
展
開
し
続
け
て

い
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
厳
し
い
時

代
こ
そ
「
新
事
業
展
開
」
で
す
。

　

新
事
業
展
開
を
実
施
し
た
企
業
と
、
実
施
・

検
討
し
た
こ
と
が
な
い
企
業
で
は
、
ど
ち
ら
の
方

が
業
績
見
通
し
が
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
２
０
１
３
年
版
中
小
企
業
白
書
」
に
よ
る
と

「
新
事
業
展
開
を
し
た
企
業
」
の
方
が
「
新
事

業
展
開
を
実
施
・
検
討
し
た
こ
と
が
な
い
企
業
」

よ
り
も
、
売
上
高
や
経
常
利
益
、
常
用
雇
用
者

と
も
に
「
増
加
傾
向
」
の
見
通
し
が
高
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

さ
ら
に
、
新
事
業
展
開
の
検
討
を
始
め
た

と
き
の
業
績
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、「
業
績
が

好
転
し
て
い
た
企
業
」
と
「
悪
化
し
て
い
た
企

業
」
が
ほ
ぼ
同
じ
比
率
（
図
２
）。
業
績
が
悪

化
し
て
い
る
な
か
で
、
経
営
者
や
後
継
者
な
ど

が
新
事
業
に
活
路
を
見
出
し
て
、
大
胆
な
新

事
業
展
開
を
行
い
、
業
績
を
改
善
さ
せ
た
企

業
も
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
今
が
厳

し
く
て
も
、
順
調
で
も
、
新
事
業
展
開
は
「
生

き
残
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　

新
事
業
展
開
を
行
う
こ
と
に
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
経
営
者
が
多
い
一
方
で
、
取
り
組

む
こ
と
に
躊
躇
し
た
り
、
取
り
組
み
始
め
て

も
軌
道
に
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
経
営
者

も
少
な
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

図
３
は
、
下
請
比
率
の
高
い
企
業
と
低
い

企
業
に
分
け
て
、
新
事
業
展
開
に
際
し
て
直

面
し
た
課
題
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
下
請
比
率
の
高
低
に
関
わ
ら
ず
、

販
売
先
の
開
拓
・
確
保
に
加
え
、
新
事
業

を
担
う
人
材
や
新
事
業
経
営
に
関
す
る
知

識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
、
さ
ら
に
は
自
己
資
金
の
不
足

な
ど
を
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
中
小
企
業

が
多
い
事
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
、
人
的
に
も
資
金
的
も
多
く
の

制
約
が
あ
る
中
で
、
新
事
業
展
開
の
人
材

を
新
規
に
雇
用
し
た
り
、
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
自
社
で
補
っ
た
り
す
る
の
は
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
新
事
業
展

開
を
考
え
て
お
ら
れ
る
中
小
企
業
の
皆
さ
ま

に
、
国
の
支
援
策
で
あ
る
「
創
業
ス
ク
ー
ル
」

や
「
創
業
・
第
二
創
業
補
助
金
」
と
いっ
た

各
種
補
助
金
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど

れ
も
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
と
いっ
た
新
事
業

展
開
時
の
課
題
を
解
決
で
き
る
有
効
な
ツ
ー

ル
で
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

株式会社
エイチ・エーエル
取締役副代表 

太田  敬治

昭和 43（1968）年、長崎
県島原市出身。大手石油元
売にて物流業務、システム
開発業務を経験し、平成 12
（2002）年、株式会社エイ
チ・エーエルの設立に参画。
現在、補助金や経営革新な
どの施策を活用しながら、中
小企業の経営コンサルティング
を行っている。

厳
し
い
時
代
こ
そ「
新
事
業
展
開
」！

新
事
業
展
開
を
実
施
し
た
企
業
の
特
徴

新
事
業
展
開
の
際
の
課
題
と
は

特集1
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国の支援策
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図 4

創
業
・
第
二
創
業
促
進
補
助
金

新たな需要を創造する新商品・サービスを
提供する創業者に対して、店舗借入費や設
備費等の創業に要する費用の一部を支援
します

事業承継を契機に既存事業を廃業し、新分
野に挑戦する等の第二創業者に対して、人
件費や設備費等（廃業登記や法手続費
用、在庫処分費等廃業コストを含む）に要す
る費用の一部を支援します

図5 ものづくり補助金の概要

新しい商品・サービスの開発や業務プロセスの改善、新しい販売方法の導
入など、中小企業・小規模事業者が取り組む事業革新の費用の２／３を
補助します。今回は、共同体で行う設備投資なども支援対象に追加します。

出典：「平成26年度経済産業省予算案関連事業のPR資料」（経済産業省）
＊平成26年度補正予算事業である「創業・第二創業促進補助金」については、
今年度中に公募が行われる見込みです。

出典：「平成26年度補正予算案　中小企業・小規模事業者対策のポイント」（中小企業庁）
※平成26年度補正予算事業である「ものづくり・商業・サービス革新事業」については、今年度中に公募が行われる見込みです。

補助上限 200万円

補助率 2/ 3

補助上限1,000万円

補助率 2/ 3

1

2

1

2

補
助
対
象

新しいサービス、新商品・試作品の開発
補助上限額 ： 1,000万円

複数者が共同で取り組む設備投資等
補助上限額 ： 共同体で5,000万円（500万円/社）
※設備投資をせずにサービス開発することもできます（上限700万円）

締め切り

4 / 20
予定

（月）
頃

申し込み先
（公財）栃木県産業振興センター
新事業支援課 TEL.028-670-2601

締め切り 5/8（金） 申し込み先 栃木県中小企業団体中央会
（栃木県地域事務局）  TEL.028-678-2323

45 March 2015

　

創
業
ス
ク
ー
ル
と
は
、
文
字
通
り
「
創
業

す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
学
ぶ
ス
ク
ー
ル
」
の

こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
創
業
す
る
方
を
対
象

に
し
た
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
」「
女
性
起
業
家

コ
ー
ス
」
の
他
に
、
既
に
事
業
を
行
っ
て
い
る

方
向
け
の
「
第
二
創
業・再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」

が
あ
り
ま
す
。

　
「
第
二
創
業
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
は
、

第
二
創
業
を
す
る
予
定
の
会
社
の

経
営
資
源
や
強
み
、
過
去
の
失

敗
要
因
等
を
分
析
す
る
機
会
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
第
二
創

業
時
の
課
題
と
な
り
う
る
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
資
金
調
達
等
の
具

体
的
手
法
な
ど
必
要
な
知
識
の

習
得
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
新
事
業
展
開
に
お
い
て

打
っ
て
つ
け
の
コ
ー
ス
と
言
え
ま

す
。
な
お
、
創
業
ス
ク
ー
ル
の
実

施
主
体
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
主
に
商
工
会
議
所
等

の
支
援
機
関
に
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
平
成
27
年
度
予
算
事
業
で
あ
る

「
地
域
創
業
促
進
支
援
委
託
事

業
（
創
業
ス
ク
ー
ル
）」
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
受
講
者
募
集

時
期
は
未
定
と
な
って
い
ま
す
。

　

弊
社
が
ご
支
援
し
た
事
例
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
あ
る
地
方
都
市
の
洋
菓
子
店
で
は
、
社
長

と
そ
の
息
子
が
２
人
で
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
、
社

長
が
今
後
の
新
商
品
の
企
画
を
考
え
、
息
子
が

販
売
計
画
、数
値
計
画
を
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
国
の
経
営
革
新

計
画
の
認
定
を
取
得
す
る
な
ど
、
地
域
の
優
良

店
と
し
て
認
知
度
と
顧
客
満
足
度
を
高
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、あ
る
不
動
産
売
買・仲
介
の
企
業
で
は
、

社
長
の
後
継
者
で
あ
る
息
子
を
は
じ
め
、
経
営

幹
部
数
名
が
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
、
自
社
の
新

事
業
計
画
を
考
え
る
こ
と
で
、
後
継
者
を
中
心

と
し
た
組
織
作
り
に
繋
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
新
事
業
展
開
の
き
っ
か
け
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
後
継
者
や
経
営
幹
部
育
成
と
い
う
面
か

ら
も
、
創
業
ス
ク
ー
ル
は
重
要
な
「
学
び
の
場
」

と
な
って
い
ま
す
。

　
「
資
金
」
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
策
の一つ

と
し
て
、
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
創
業・

第
二
創
業
促
進
補
助
金
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
図

４
）

1
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
か
ら

続
く
補
助
金
で
、
新
規
の
創
業
が
メ
イ
ン
と
な

り
ま
す
が
、
既
存
事
業
者
が
「
新
設
会
社
」

を
作
る
際
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

2
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
か
ら

新
規
に
加
わ
っ
た
内
容
で
、
既
存
事
業
者
向
け

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
食
品
卸
売
や
食
品

加
工
業
の
事
業
承
継
者
が
、
そ
れ
ら
を
廃
業
し

て
飲
食
店
を
展
開
す
る
場
合
な
ど
が
該
当
し
ま

す
。

　

次
に
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
（
も
の
づ
く
り
・

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
革
新
事
業
）
を
ご
紹
介

し
ま
す
。（
図
５
）

　

弊
社
が
ご
支
援
し
た
事
例
で
は
、
メ
ー

カ
ー
が
生
産
し
た
服
の
最
終
出
荷
前
検

品
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
業
が
、
テ
レ
ビ

通
販
業
者
等
に
販
路
を
広
げ
、
返
品
物

の
修
理
・
再
生
利
用
を
行
う
と
い
う
新
事

業
を
展
開
す
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
検
針

機
や
洗
濯
機
を
購
入
し
た
際
に
こ
の
補
助

金
を
活
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
骨
工

事
業
が
、
鉄
骨
工
事
の
受
注
の
幅
を
拡
大

す
る
た
め
に
、
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を
購
入
し

た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

補
助
金
に
は
採
択
審
査
が
あ
り

ま
す
。
前
回
（
平
成
25
年
度
補
正
）

の
創
業
・
第
二
創
業
促
進
補
助
金
の

採
択
率
は
約
30
％
、
も
の
づ
く
り
補

助
金
（
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
革
新
事
業
）
の
採
択
率
は
約
40

％
と
、
少
々
厳
し
い
採
択
率
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
補
助
金
申
請
の

際
に
事
業
計
画
書
を
作
成
す
る
こ
と

で
、
自
社
の
経
営
状
況
を
見
つ
め
直

す
と
と
も
に
、
将
来
の
あ
り
た
い
姿

を
思
い
描
く
き
っ
か
け
と
な
り
、
前

向
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

声
も
数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。ぜ
ひ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
中
小
企
業
の
新
事
業
展
開
を

支
援
す
る
支
援
策
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
「
業
績
が
悪
い
こ
と
に
愚
痴
を
言
い
、
何
も
し

な
い
企
業
」に
は
何
の
支
援
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
業

績
が
悪
く
て
も
、
絶
え
ず
現
状
と
将
来
を
見
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
」
に
対
し
て
、
支
援
が
あ

る
の
で
す
。
各
種
支
援
策
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の

商
工
会
議
所
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
国

が
運
営
す
る
「
ミ
ラ
サ
ポ
」
と
い
う
支
援
施
策

の
情
報
提
供
サ
イ
ト
な
ど
が
参
考
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
自
ら
情
報
を
調
べ
、
自
社
に
足
り
な
い
部

分
を
補
い
、
時
に
は
周
り
の
人
の
協
力
を
得
な
が

ら
事
業
を
進
め
て
いっ
て
く
だ
さ
い
。
貴
社
の
さ

ら
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

寄稿文が触れていない補助金の中で、会員企業の
皆さまが活用できると思われるものを補足します。

■事業概要
　小規模事業者が、商工会議所・商工会と一体となっ
て、販路開拓に取り組む費用 (チラシ作成費用や商談
会参加のための運賃など )を支援します。
　複数の事業者が連携した共同事業を支援対象に加
え、事業者数に応じて補助上限額を引き上げるとともに、
雇用の増加や従業員の処遇改善の取り組みや、移動
販売などによる買い物弱者対策に取り組む事業者につ
いても補助上限を引き上げ、より重点的に支援します。

◆  補助率：２／３
◆  補助上限額　50 万円、100 万円（雇

用対策、買い物弱者対策）、 500 万円
（複数の事業者が連携した共同事業、た
だし 10 者以上で申請した場合）

■補助対象事業者
　製造業その他の業種に属する事業を主たる事業とし
て営む会社および個人事業主であり、常時使用する 
従業員の数が 20人以下（卸売業、小売業、宿泊業・
娯楽業を除くサービス業に属する事業を主たる事業とし
て営む者については 5人以下）の事業者。
　特に「小企業者」 (常時雇用する従業員数が 5人
以下の事業者 )が全体の 5割以上採択されるよう、優
先的に採択します。
　なお、申請にあたっては、以下の書類の添付を要件
とします。 

① 商工会議所・商工会の支援を受けた経
営計画書

② 商工会議所・商工会が作成する事業支
援計画書（上記、経営計画書に則った
事業計画の実行支援を行うもの）

小規模事業者持続化補助金

■締切り　      5月中旬
■申し込み先　宇都宮商工会議所
                　 TEL.028-637-3131

ミラサポ 
未来の企業
応援サイト

https://www.mirasapo.jp

公的機関の支援施策（補助金・
助成金など）の情報を提供する

サイトです。

創
業
ス
ク
ー
ル

「
第
二
創
業・再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」

創
業
ス
ク
ー
ル

「
第
二
創
業・再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」の

活
用
事
例

も
の
づ
く
り
補
助
金（
も
の
づ
く
り・

商
業・サ
ー
ビ
ス
革
新
事
業
）の
活
用

事
例

補
助
金
を
受
け
る
際
の
留
意
点

最
後
に 

〜
未
来
に
向
け
て
〜

国
の
支
援
策
そ
の
１　

創
業・第
二
創
業
促
進
補
助
金

国
の
支
援
策
そ
の
2　

も
の
づ
く
り
補
助
金（
も
の
づ
く
り・商

業・サ
ー
ビ
ス
革
新
事
業
）

国
の
支
援
策
そ
の
3　

問合せ

経営支援部
☎028-637-3131
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簿
記
が
わ
か
れ
ば
経
済
が
わ
か
る

簿
記
検
定
で

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
！

簿
記
検
定
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

竹
中 

人
間
は
、
社
会
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
か
ら
、

お
互
い
が
意
思
疎
通
す
る
た
め
に
は
言
語
が
必
要

で
す
。
簿
記
も
経
済
活
動
を
理
解
す
る
た
め
の

言
語
で
す
。
日
本
語
や
英
語
と
違
っ
て
、
一
つ
一つ

の
数
字
自
体
に
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
例
え
ば
、
後
払
い
で
販
売
し
た
売
掛
金

の
金
額
や
、
借
り
入
れ
た
債
務
の
金
額
は
、
そ
の

会
社
の
財
務
の
状
態
を
表
し
ま
す
。
簿
記
は
英

語
よ
り
も
世
界
中
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
共
通
の

言
語
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会

で
生
き
て
い
く
た
め
に
も
欠
か
せ
な
い
の
で
す
が
、

簿
記
に
な
じ
み
の
な
い
方
が
多
い
で
す
ね
。
中
学

や
高
校
で
全
員
が
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
世
の
中
が
ど
ん
ど
ん
複
雑
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
舞
台
が
国
内
か
ら
海
外
に
広
が

り
、
商
取
引
が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
計
の

制
度
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
複
雑
な
環
境
に
対
応
す
る
た
め
に
、一
番
大
切

な
こ
と
は
知
識
で
は
な
く
基
礎
を
身
に
付
け
て
い

る
こ
と
で
す
。
経
済
で
は
「
基
礎
」
で
あ
る
簿

記
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

竹
中 

私
も
若
い
頃
に
日
商
簿
記
３
級
の
試
験
を
受

け
て
合
格
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
強
烈
な
印
象

は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。「
簿
記
と
い
う
体

系
を
考
え
た
人
は
、
本
当
に
す
ご
い
」
と
思

い
ま
し
た
。
複
式
簿
記
は
、
人
類
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
な
発
明
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
も
簿
記

は
必
須
科
目
で
す
。
と
い
う
の
も
、
最
初
に

国
民
経
済
計
算
（
Ｓ
Ｎ
Ａ
）（
※
）
に
つ
い
て

学
ぶ
の
で
す
が
、
こ
の
統
計
が
簿
記
の
合
計
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
経
済
学
者

で
あ
る
私
自
身
、
日
本
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
話
を
す
る
時
な
ど
に
、
簿
記
の
知

識
が
非
常
に
役
に
立
って
い
ま
す
。

（
※
一
国
の
経
済
を
世
界
共
通
の
基
準
で
記

録
す
る
経
済
統
計
の
枠
組
み
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
こ

の
枠
組
み
の
一
部
）

　

簿
記
を
必
要
と
す
る
の
は
、
経
済
を
勉

強
す
る
人
や
、
会
社
で
経
理
を
担
当
す
る

人
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
の
生

計
を
立
て
て
い
く
た
め
に
は
、
収
入
と
支
出

に
よ
る
収
支
と
、
手
持
ち
の
現
金
や
預
金

な
ど
の
資
産
の
増
減
、
つ
ま
り
簿
記
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
年
金
の
こ

と
や
金
融
商
品
の
こ
と
を
考
え
た
り
、
専

門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
た
め
に
も
、

簿
記
の
知
識
が
役
に
立
ち
ま
す
。

竹
中 

日
商
簿
記
検
定
は
よ
く
で
き
た
仕
組
み

だ
と
思
い
ま
す
。
何
も
知
ら
な
か
っ
た
人
が
、
き

ち
ん
と
勉
強
す
れ
ば
合
格
と
い
う
目
標
に
到
達

し
、
３
級
の
勉
強
を
す
る
こ
と
で
経
済
の
基
礎
が

わ
か
る
の
で
す
か
ら
。
試
験
を
受
け
ず
に
学
ぶ

だ
け
で
も
意
味
は
あ
り
ま
す
が
、
資
格
を
持
って

い
れ
ば
「
自
分
に
は
基
礎
が
あ
る
」
と
い
う
安

心
感
が
生
ま
れ
、「
い
ざ
と
い
う
と
き
」

に
強
み
を
発
揮
し
ま
す
。「
勉
強
は
し

た
く
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
、
簿
記

３
級
だ
け
は
取
る
こ
と
を
強
く
お
勧
め

し
ま
す
。
皆
さ
ん
頑
張
って
く
だ
さ
い
。

　

簿
記
は
、
企
業
の
経
営
活
動
を
記
録
・
計
算
・

整
理
し
て
、
経
営
成
績
と
財
政
状
態
を
明
ら
か

に
す
る
技
能
で
す
。

　

企
業
の
活
動
を
適
切
、
か
つ
正
確
に
情
報
公

開
す
る
と
と
も
に
、
経
営
管
理
能
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
、
簿
記
は
必
須
の
知
識
で
す
。

◎
商
業
簿
記
は
…

　

購
買
活
動
や
販
売
活
動
な
ど
、
企
業
外
部
と

の
取
り
引
き
を
記
録
・
計
算
す
る
技
能
で
、
企

業
を
取
り
巻
く
関
係
者（
経
営
管
理
者
・
取
引

先
・
出
資
者
等
）
に
対
し
、
適
切
、
か
つ
正
確

な
報
告（
決
算
書
作
成
）
を
行
う
た
め
の
も
の
で

す
。

◎
工
業
簿
記
は
…

　

企
業
内
部
で
の
部
門
別
や
製
品
別
の
材
料
・

燃
料
・
人
力
な
ど
の
資
源
の
投
入
を
記
録
・
計

算
す
る
技
能
で
、
経
営
管
理
に
必
須
の
知
識
で

す
。

竹中 平蔵 ／たけなか・へいぞう

昭和26（１９５１）年生まれ。博士（経
済学）。一橋大学卒業。ハーバード大
学客員准教授、慶応義塾大学総合政
策学部教授などを経て平成13（2003）
年、小泉内閣の経済財政政策担当大
臣。金融担当大臣、総務大臣などを
歴任。現在、慶応大学総合政策学部
教授。アカデミーヒルズ理事長、㈱パ
ソナグループ取締役会長などを兼職。

◎
検
定
試
験
日

［
１
級
〜
４
級
］　

平
成
27
年
６
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
11
月
15
日（
日
）

［
２
級
〜
４
級
］　

平
成
28
年
２
月
28
日（
日
）

試験科目級

◎商業簿記　◎会計学
◎工業簿記　◎原価計算

簿記検定の概要

１８０分
（途中、休憩あり）

７０点以上
ただし、1科目ごとの
得点は４０％以上

7,710円1級

2級

3級

4級

程度・能力 試験時間 合格基準 受験料（税込）

公認会計士・税理士などの国家試験の登竜門。１級に合格すると、税理士試験
の受験資格が得られる。大学で専門に学ぶ程度の商業簿記、会計学、工業簿記、
原価計算を修得し、財務諸表規則や企業会計に関する法規を踏まえて、経営管
理や経営分析ができる。

◎商業簿記
◎工業簿記（５題以内）

◎商業簿記（５題以内）

◎商業簿記（５題以内）

企業の財務担当者として必要な高校（商業高校）程度の商業簿記、工業簿記の
知識が身につき、株式会社の経営管理に役立つ。財務諸表を読むことができ、
自社や取引先の経営内容を数字から把握できる。

企業で働く者に必須の簿記の基礎知識が身につき、商店や中小企業の経理事務
に役立つ。経理関連書類を読むことができ、青色申告などの書類作成もある程
度できる。経理・財務担当以外でも必要な知識として評価する企業が多い。

簿記入門レベル。小規模小売店の経理事務に役立つ。勘定科目に仕訳でき、複
式簿記の仕組みが理解できる。 ９０分 ７０点以上 1,640円

１２０分 ７０点以上 2,570円

１２０分 ７０点以上 4,630円

問合せ

総務部
☎028-637-3131

 

慶
応
大
学
教
授 

竹
中
平
蔵
さ
ん
に
聞
く

簿記
特集2

02PART 01PART

02PART 01PART

—

以
前
か
ら
、「
簿
記
は
重
要
」だ
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

—

簿
記
は
会
社
で
経
理
を
担
当
す
る
人

が
勉
強
す
れ
ば
良
い
、と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
す
。

—

簿
記
を
勉
強
中
の
方
や
、こ
れ
か

ら
勉
強
す
る
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

簿記特集2

簿
記
は
経
済
活
動
を

理
解
す
る
た
め
の
言
語

人
類
に
と
っ
て
重
要
な
発
明

簿
記
３
級
は
勉
強
し
て
お
く
べ
き
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新
入
会
員
の
紹
介

平
成
26
年
11
月
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た

会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（平成26年11月1日～30日加入分　順不同・敬称略）   ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目

マルゲン 宇都宮市緑3-4-3 028-658-5126 草刈り、不用品の引き取り、遺品整理および引き取り

行政書士川口事務所 宇都宮市中岡本町2920-186 028-673-1253 行政書士

㈲羽吉工業 宇都宮市大和3-19-23 028-658-1907 道路交通安全施設設置工事

ｌｏｕｎｇｅ ｂａｒ和泉 宇都宮市本町13-17ＴレックスBLD B1F 028-678-8411 バー

㈱アフィリエイト 宇都宮市鶴田町2549-3福田事務所201  028-680-4120 人材派遣

石の丸幸 宇都宮市富士見が丘1-27-5 028-623-4898 墓石設計・施工、戒名彫

村山不動産 宇都宮市今泉町3020-104 028-661-2476 貸家

山下典江中小企業診断士事務所 宇都宮市上戸祭町553-12 028-627-6720 中小企業診断士

リサイクルＮＡＮＥ 宇都宮市細谷町687-4 028-643-0387 家電、非鉄金属

小林歯科クリニック 宇都宮市御幸ケ原町177-7 028-689-5556 歯科医

割烹三日月 宇都宮市江野町5-12みよしビルB1F 028-689-9670 日本料理

㈱Ｍ建築工房 宇都宮市雀の宮2-9-2 028-654-1146 一般住宅建築工事

㈱尾島リビング 宇都宮市上戸祭町409 028-624-6545 建設・内装工事他

スノーキーレコーズ・ジャパン 宇都宮市江野町2-15近江園ビル2F 090-9004-4504 輸入レコード、ＣＤ

１
月
市
長
例
会
を
開
催
し
ま
し
た

お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー

「
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
の
集
い
」を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

　

青
年
部
で
は
佐
藤
栄
一
宇
都
宮

市
長
を
お
招
き
し
て
１
月
16
日

（
金
）、１
月
市
長
例
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
宇
都

宮
市
に
つ
い
て
、改
め
て
考
え
る
場

に
し
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、

「
５
年
後
・
10
年
後
の
宇
都
宮
を
考

え
よ
う
」と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
の
仕
事
や
生
活
を
す
る
中

で
、自
分
た
ち
が
住
む
町
を
深
く

考
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と

　

第
８
回「
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー

（
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
の
集
い
）」を
２

月
1
日（
日
）、男
性
16
人
、女
性
16

人
が
参
加
し
、宇
都
宮
市
男
女
共

同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、独
身
男
女
に
出
会
い

の
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、調
理
室
で「
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
と
シ
チ
ュ
ー
づ
く
り
」を
行

い
、交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
く
企
画

と
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
年
齢
や
職
業
は
さ
ま

ざ
ま
で
、パ
ー
テ
ィ
ー
開
始
当
初
は

緊
張
し
た
面
持
ち
で
、ほ
と
ん
ど

会
話
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

時
間
の
流
れ
と
と
も
に
次
第
に
楽

し
そ
う
な
話
し
声
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
に
な
り
、共
同
作
業
の
調

思
い
ま
す
。し
か
し
、改
め
て
こ
の

よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と
で
、も
っ

と
宇
都
宮
市
を
深
く
考
え
る
契
機

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
、こ
の

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、現
在
、宇
都
宮
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
海
外
の
方
を
誘
致

す
る
こ
と（
観
光
も
含
む
）や
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
設
備
計
画
、J
R
宇
都
宮
駅

東
口
の
再
開
発
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

関
連
す
る
こ
と
ま
で
本
当
に
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。普
段

の
生
活
で
は
な
か
な
か
聞
く
こ
と

の
で
き
な
い
話
も
あ
り
、

大
変
意
義
の
あ
る
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

　

例
会
終
了
後
は
引
き

続
き
新
年
会
を
開
催
し
、

佐
藤
市
長
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
、お
い
し
い

料
理
を
食
べ
、お
い
し

い
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

今
年
１
年
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

（
総
務
広
報
委
員
会

委
員
長 

滝
川　

潤
）

理
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

調
理
終
了
後
に
は
、完
成
し
た「
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
」と「
シ
チ
ュ
ー
」を

食
べ
な
が
ら
、会
話
が
さ
ら
に
弾
み
、

フ
リ
ー
ト
ー
ク
も
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
終
了
し
、３
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

今
回
も「
結
婚
し
た
い
け
れ
ど
、

な
か
な
か
出
会
い
が
な
い
」「
異
性

と
話
す
の
が
苦
手
」な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を
抱
え
た
方
々
の
背
中

を
、少
し
押
し
て
あ
げ
ら
れ
た
か

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
社
会
へ
貢
献
が
少

し
で
も
出
来
る
よ
う
な
事
業
を
、

皆
さ
ん
と
共
に
企
画
し
実
施
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
理
事
・
事
業
委
員
会 

委
員
長　

山
森　

睦
美
）

商
業
卸
部
会

新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

　

第
３
回
商
業
卸
部
会
役
員
・
評
議

員
会
議
が
市
内
ホ
テ
ル
で
２
月
24
日

（
火
）に
開
催
さ
れ
、
当
部
会
長
の
関

口
快
流
氏（（
株
）関
口 

代
表
取
締
役

会
長
）が
平
成
26
年
12
月
16
日（
火
）

に
副
会
頭
に
就
任
し
た
こ
と
を
受
け
、

部
会
役
員
の
互
選
を
行
い
、
次
の
と

お
り
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◎
部
会
長

　

藤
井
産
業
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長  

藤
井
昌
一
氏

◎
副
部
会
長

　

㈱
フ
カ
サ
ワ

　

代
表
取
締
役 

深
澤
雄
一
氏

◎
機
械
器
具
副
分
科
会
長

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱

　

エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社

　

宇
都
宮
電
材
営
業
所
所
長

　

増
田
眞
一
氏

◎
一
般
卸
副
分
科
会
長

　

大
矢
商
事
㈱

　

代
表
取
締
役 

大
矢
裕
啓
氏

◎
評
議
員

　

㈱
関
口　経

営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

決
算・確
定
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

決
算
・
確
定
申
告
相
談

　

個
人
事
業
主
の
皆
さ
ま
、
決
算

書
・
確
定
申
告
書
の
作
成
準
備
は

お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
26
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
は
３
月
16
日（
月
）ま
で
、
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
３
月
31
日

（
火
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
個
人
事
業
主
の
決

算
書
・
確
定
申
告
書
作
成
を
お
手

伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

売
上
、
仕
入
、
経
費
等
の
ま
と

め
方
や
決
算
書
・
確
定
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い（
事
務
代
行
は
有
料
）。　

　

な
お
、
当
所
で
は
年
間
を
通
じ
て

記
帳
継
続
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご講演いただいた、宇都宮YEG第９代会長の佐藤栄一宇都宮市長

　当所会員事業所から、「商工会議所の担当者と名乗る者から、退職金や保険について、電話での勧誘があった」との問い合わせが
数件寄せられました。保険会社が商工会議所を名乗っての営業活動は行っていませんので、ご注意いただきますようお願いしま
す。なお、不審な電話を受けた場合には、当所総務部までご連絡ください。

商工会議所を名乗る「退職金や保険」の

電話勧誘にご注意ください！！

問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131
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問合せ／ 宇都宮商工会議所  総務部   1028-637-3131

宇都宮商工会議所では、会員拡大キャンペーンを実施しています。
 ぜひ事業所をご紹介いただきますよう、会員の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

会員拡大

キャンペ
ーン

実施中！！
新入会員 
求む！！

会員に
なると…

経営環境の改善につながります

経営の疑問点が解決できます

新たなビジネスパートナーを見つけることができます

宇都宮のまちづくりに取り組むことができます









「
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
農
業
者
と
商
工
業

者
と
の
連
携
に
よ
る
、
宇
都
宮
産

の
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
等
の

開
発
・
販
売
促
進
等
に
つ
い
て
支

援
し
て
い
ま
す
。
開
発
さ
れ
た
商

品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
店
で
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回

は
、「
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」は
、
う

つ
の
み
や
産
の
旬
の
ト
マ
ト
を
使

用
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
す
。
ト

マ
ト
に
ア
ッ
プ
ル
ビ
ネ
ガ
ー
を
加

え
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
酸
味
の
あ

る
味
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
を
ま
る
ご

と
ペ
ー
ス
ト
に
し
て

い
る
の
で
、
β
‐
カ

ロ
チ
ン
、
リ
コ
ピ
ン
な

ど
の
栄
養
素
を
手
軽

に
摂
取
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
使
い
勝
手

が
よ
く
サ
ラ
ダ
、
パ

ス
タ
、
調
味
料
と
し

て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊

か
に
ご
使
用
い
た
だ

け
ま
す
。

【
販
売
価
格
】

１
本  

３
０
０
㎖ 

４
９
８
円（
税
込
）

【
販
売
場
所
】

駅
ビ
ル
パ
セ
オ（
え
き
の
市
場
Ｊ
Ａ

う
つ
の
み
や
青
果
物
売
場
）

問合せ
◎
事
業
全
般　

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局

（
宇
都
宮
市
、
宇
都
宮
農
業
協
同
組
合
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
）

☎
0
2
8-

6
3
2-

2
8
4
3

（
宇
都
宮
市
農
業
振
興
課
内
）

◎
商
品
に
つ
い
て

㈱
渡
邊
商
事　

宇
都
宮
市
御
幸
町
１
８
５

☎
0
2
8-

6
6
1-

2
5
5
8

トマト
ドレッシング

ご
活
用
く
だ
さ
い
！  

会
報「
天
地
人
」を
使
っ
た
P
R

　

当
所
で
は
、
会
報「
天
地
人
」を

毎
月
10
日（
年
12
回
）、
会
員
事
業
所

（
約
6
0
0
0
事
業
所
）を
は
じ
め
、

全
国
主
要
商
工
会
議
所
な
ど
関
係

団
体
に
約
8
0
0
0
部
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

先
取
り
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る「
巻

頭
特
集
」、
商
工
会
議
所
事
業
案
内
、

歴
史
的
読
み
物
な
ど
、
経
営
者
に

役
立
つ
情
報
を
満
載
し
て
お
届
け

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
へ
会
報

「
天
地
人
」の
ご
活
用
方
法
を
2
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
会
報「
天
地
人
」

に
会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
が
作
成

さ
れ
た
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
を
同
封

し
て
発
送
す
る
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
し
た
案
内
は
、
本
誌

と
一
緒
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
直
接
D
M
す
る
よ
り
も
安

価
に
発
送（
A
4
サ
イ
ズ〈
1
枚
〉

8
万
1
千
円
〜
）で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
誌
面
広
告

　

文
字
ど
お
り
、
誌
面
に
広
告
を
掲

載
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
定
型

の
形
で
誌
面
に
掲
載
す
る「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
広
告
」や
、
当
方
で
取
材
し
、

記
事
の
よ
う
な
形
で
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
ご
紹
介
す
る「
記
事
型
広

告
」、
発
送
用
封
筒
裏
面
広
告（
6
ヵ

月
単
位
）な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

約
6
0
0
0
事
業
所
の
経
営
者
に

直
接
お
届
け
す
る
、
会
報「
天
地
人
」。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
広
告
や
折
込
チ
ラ
シ
の
詳
細
は
、

本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。総

務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

有
料
折
込
事
業（
折
込
チ
ラ
シ
）・
誌
面
広
告
掲
載
企
業
募
集
！

会
員
交
流
事
業

創
業
支
援
交
流
会

会
員
交
流
事
業
を
開
催
し
ま
し
た

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

創
業
希
望
者
や
創
業
し
て
間
も
な
い

事
業
者
の
交
流
会

　

当
所
で
は
市
内
ホ
テ
ル
で
２
月

４
日（
水
）、「
会
員
交
流
事
業
」を

開
催
し
、
１
０
０
人
を
超
え
る
会

員
の
皆
さ
ま
が
情
報
交
換
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
講
演
会
で
は
、
講
師

に
作
家
の
守
屋
淳
氏
を
お
招
き
し

「
孫
子
に
学
ぶ
現
代
社
会
の
企
業
経

営
戦
略
」と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
国
古
典
の
教
え

を
現
代
の
企
業
経
営
に
生
か
し
、

勝
ち
残
る
た
め
の
知
恵
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
会
員
交
流
会
で
は
、

自
社
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

希
望
さ
れ
た
５
人
の
方
が
Ｐ
Ｒ
を

行
う
ほ
か
、
宇
都
宮
を
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
と
す
る
栃
木
Ｓ
Ｃ
、
リ
ン
ク

栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
、
宇
都
宮
ブ
リ
ッ

ツ
ェ
ン
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
３
チ
ー
ム

が
、
グ
ッ
ズ
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
展
示

販
売
を
行
い
、
チ
ー
ム
の
目
標
や

今
シ
ー
ズ
ン
に
か
け
る
意
気
込
み

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
、
チ
ー
ム

へ
の
親
し
み
と
認
知
度
の
向
上
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宇
都
宮
雷
都
物
語
と
ア

ク
サ
生
命
保
険
が
出
店
し
、
雷
都

物
語
商
品
の
展
示
・
試
食
や
共
済

制
度
Ｐ
Ｒ
、
ア
ク
サ
ワ
イ
ン
の
試

　

当
所
で
は
、
創
業
希
望
者
や
創
業

し
て
間
も
な
い
事
業
者
を
対
象
に

「
創
業
支
援
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

本
交
流
会
は
、
こ
れ
か
ら
創
業

を
予
定
し
て
い
る
方
に
、
ス
ム
ー
ズ

な
創
業
お
よ
び
創
業
後
の
事
業
継

続
な
ど
、
経
営
力
を
向
上
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
交
流
会
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】 

３
月
19
日（
木
）

午
後
４
時
〜
６
時
30
分

【
会
場
】宇
都
宮
商
工
会
議
所

【
内
容
】

◎
講
話

飲
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。　

　

最
後
に
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
３
チ
ー

ム
の
グ
ッ
ズ
や
雷
都
物
語
商
品
が

当
た
る
抽
選
会
を
行
い
、
参
加
さ

れ
た
多
く
の
方
が
笑
顔
で
お
帰
り

い
た
だ
く
有
意
義
な
場
と
な
り
ま

し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員

事
業
所
の
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

〈
テ
ー
マ
〉 「
成
功
す
る
創
業
、
持

続
す
る
企
業
」（
仮
）

〈
講
師
〉　

中
小
企
業
診
断
士

◎
補
助
金
説
明

●
創
業
・
第
二
創
業
促
進
補
助
金

●
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

◎
参
加
者
に
よ
る
自
己
紹
介

◎
交
流
会(

軽
食
な
ど
）

【
定
員
】30
人

【
費
用
】１
千
円

作家・守屋淳氏の講演会交流会には「ごろっぺ」
「しょうちゃん」も参加

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営

に
関
す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、

セ
ミ
ナ
ー
・
講
座
・
講
習
会
や
各

種
検
定
試
験
情
報
、
各
種
会
員
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
商
工
会
議
所
事
業
の

ご
案
内
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
受
信
料
は
無
料（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
料
は
、
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。
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中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公

的
機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務

上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業

を
対
象
に
、き
め
細
か
い
経
営
相
談
・

再
生
支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行っており、その過程で再生支援協議会
　を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

●	

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
特
別
保
証
は
、
当
所
の
推
薦
に

よ
り
、
事
業
資
金
の
借
入
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

宇
都
宮
市
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上

営
み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
満
た
し
て

い
る
会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】
5
0
0
万
円
、
ま
た

は
直
近
決
算
の
平
均
月
商
の
お
お
む
ね

3
倍
ま
で
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
。（
た

だ
し
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
ま
で
）

【
保
証
期
間
】		

10
年
以
内　
　
　

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
〜
1.
9
0
％

【
担
保
・
保
証
人
】

担
保
不
要
、
保
証
人
は
原
則
と
し
て

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証経

営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

市
内
金
融
機
関
、 

県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
産
業
会
館
８
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
2-

4
3
3
8

問合せ

事
業
承
継
対
策
は
お
早
め
に
!!

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所
が

国
か
ら
委
託
を
受
け
た
公
的
機
関

で
す
。

　

中
小
企
業
の
中
に
は
、
将
来
の

事
業
存
続
に
悩
み
や
課
題
、
特
に

後
継
者
不
足
の
問
題
を
抱
え
る
会

社
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
先
送
り
に
し
対
策
を
行
わ
な

い
ま
ま
に
経
営
を
続
け
る
と
廃
業
、

雇
用
喪
失
と
い
っ
た
社
会
的
損
失

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

栃
木
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
円
滑
な
事
業
の
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
を
支
援
し
、
次
世
代
へ
の
経

営
資
源
の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
を
支
援

し
て
い
ま
す
。「
親
族
内
に
後
継
者

が
い
な
い
」「
事
業
承
継
の
方
法
が

わ
か
ら
な
い
」「
事
業
を
売
却
し
た

い
」な
ど
、
事
業
承
継
に
関
す
る
悩

み
を
お
持
ち
の
経
営
者
は
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

　

マ
ル
経
融
資
は
、
宇
都
宮
市
内
で

1
年
以
上
事
業
を
営
み
、
当
所
の
経

営
指
導
を
6
カ
月
以
上
受
け
、
事
業

の
改
善
に
取
り
組
む
資
金
と
し
て
、

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
従
業
員
数
】小
売
・
卸
売
・
サ
ー
ビ

ス
業
は
5
人
以
下（
宿
泊
業
・
娯
楽
業

は
20
人
以
下
）、
製
造
業
・
建
設
業
な

ど
は
20
人
以
下

【
税
金
完
納
】

所
得
税
・
法
人
税
・
事
業
税
・
市
県

民
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

【
融
資
限
度
額
】

2
0
0
0
万
円（
※
1
）

【
返
済
期
間
】

運
転
資
金
7
年
以
内（
う
ち
据
置
期
間

1
年
以
内
）、設
備
資
金
10
年
以
内（
う

ち
据
置
2
年
以
内
）

【
金
利
】
1.
3
5
％
（
※
2
）

（
平
成
27
年
2
月
27
日
現
在
）

※
1	

1
5
0
0
万
円
を
超
え
る
融
資
に
つ

い
て
は
、
事
業
計
画
書
等
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
2	

金
利
は
、
金
融
情
勢
に
よ
り
変
動
し

ま
す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保 

・ 

無
保
証
人
の
、国
の
融
資
制
度 本

誌『
天
地
人
』の
記
事
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
毎
月
お
届
け
し

て
い
る
、会
報「
天
地
人
」（
８
０
０
０

部
発
行
）
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
天
地
人
」
の
内
容

は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
掲
載

し
て
い
る
「
巻
頭
特
集
」
や
、
歴

史
的
読
み
物
「
な
る
ほ
ど
宇
都
宮
」、

そ
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い
る

「
社
是
・
社
訓
は
企
業
の
原
点
」「
宇

都
宮
雷
都
物
語｣

な
ど
、
本
誌
で

人
気
の
高
い
記
事
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
で
す
。
連
載
記
事
を
見
逃
し

ま
す
。
毎
月
会
員
企
業
な
ど
に
確

実
に
届
く
媒
体
で
す
の
で
、
広
告

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
貴
社
の

事
業
や
商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル

と
し
て
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
「
天
地
人
」
に
は
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
情
報
を
読
者
に
お
伝
え
す
る

「
会
員
情
報
局
」
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
掲
載
申
込
書
も
、
本

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
前

て
し
ま
っ
た
時
や
、
歴
史
的
な
も
の

を
調
べ
る
に
も
便
利
に
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
掲
載
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形

式
で
す
の
で
、
会
報
掲
載
時
と
同
じ

レ
イ
ア
ウ
ト
で
閲
覧
が
可
能
。
も
ち

ろ
ん
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
印
刷
し
、

じ
っ
く
り
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
す
（
印
刷
サ
イ
ズ
は
、
プ
リ

ン
タ
ー
の
性
能
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
）。

　

ま
た
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
広
告
」「
記

事
型
広
告
」「
折
込
チ
ラ
シ
」
な
ど

の
広
告
等
の
ご
案
内
も
掲
載
し
て
い

号
ま
で
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、最
新
号
の
会
報
「
天
地
人
」
は
、

引
き
続
き
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

電
子
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
e-

天
地
人
」

と
も
ど
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
情
報
提
供
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

◎ 会報「天 地人 」ホームページ

http: //www.u - t ench i j i n. com
（商工会議所ホームページのトップページからも見ることができます）
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総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

3
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替

日
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

3
月
23
日（
月
）

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

■メンタルヘルス相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 個別事案の対応、メンタルヘルス対策導入方法、復職支援、
　　　　	ストレスチェック実施方法、メンタルヘルス研修の開催など
対　象	 会員企業の経営者、人事・総務担当などの管理職
相談員	 産業カウンセラー
問合せ	 地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
	　　　			改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答			「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 4月14日		午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■弁理士知財相談（毎月第1金曜日）	
　1日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 3月20日、4月3日		午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※1日知財窓口は、事前に栃木県産業振興センター（☎028-670-2617）への
　予約が必要です。

専 門 相 談

 無料の専門相談です。
各分野の専門家が、

あなたの相談に応じます。
会場  

法律・	弁理士知財相談	・	
1日知財窓口	・	メンタルヘルス相談は宇都宮商工会議所		

☎028-637-3131

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工

業
者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、

講
習
会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な

ど
を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

貸
会
議
室
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

約
70
人
収
容（
教
室
型
）で
、
利

用
し
や
す
い
会
議
室
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

貸
会
議
室

約７０人収容（教室型）の貸会議室

収容人数

申込方法

駐車場

約70人（教室型）

貸会議室の概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机等を移動させた場合は、現状復帰とする

・予約については、３カ月以内とさせていただきます。
・会議室の空き状況を電話でご確認の上、お申し込みください。
・申込書は、ご連絡いただければＦＡＸまたは郵送させていただきます。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/cci08.html）から
  ダウンロードもできます。
〈お申し込み先：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

貸会議室の使用時間・料金（税込）

使用時間区分 9:00～17:00

10,800円

16,200円

9:00～12:00

5,400円

8,640円

13:00～17:00

5,940円

9,720円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客様がご
利用されますので、駐車出来ない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。

問合せ
総
務
部

☎
0
2
8-
6
3
7-

3
1
3
1

〈
引
受
保
険
会
社
〉

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0 ふ

れ
あ
い
共
済

　

当
所
の「
ふ
れ
あ
い
共
済（
入
院

給
付
金
付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン

死
亡
特
約
付
福
祉
団
体
定
期
保

険
）」に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
、日
頃

か
ら
ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
事
業

所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、各
種
祝

給
付
金
や
見
舞
金
な
ど
の
請
求
漏

れ
が
な
い
か
、新
入
社
員
等
の
ご

加
入
漏
れ
が
な
い
か
な
ど
、再
度

ご
確
認
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

新
規
で
ご
加
入
を
検
討
さ
れ

る
場
合
に
は
、共
済
制
度
引
き
受

け
保
険
会
社
で
あ
る
ア
ク
サ
生
命

保
険
の
社
員
が
事
業
所
を
ご
訪
問

し
、ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
ふ
れ
あ
い
共
済
は
会
員
限
定
の

共
済
制
度
で
す
。

※
記
載
内
容
は
、ふ
れ
あ
い
共
済
の

一
部
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。ご
加

入
に
あ
た
っ
て
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

重
要
事
項
説
明
書（
契
約
概
要
・
注

意
喚
起
情
報
）を
必
ず
ご
覧
く
だ
さ

い
。

給
付
金
の
請
求
や
加
入
内
容
の
確
認
等
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

見舞金・祝給付金・補助制度の給付内容
（Fコース：800円／月）

当所主催人間ドック・成人病健診・健康診断補助
要介護認定見舞金
成人祝給付金
結婚祝給付金
出産祝給付金
還暦祝品
加入年齢の満了祝品

一律         4,000円
一律    100,000円
一律      10,000円
一律      10,000円
一律      10,000円
          記念品
          記念品

病気による入院見舞金
（入院日数１日以上、一人 年２回限度）

 5日以上 一律    7,500円

一律    5,000円

一律  10,000円

一律  15,000円

一律  20,000円

一律  25,000円

１日以上 
６日以内
  7日以上 
14日以内
15日以上 
24日以内
25日以上 
59日以内

60日以上

不慮の事故による通院見舞金
（通院日数５日以上、一人年２回限度）

給付内容 給付金額

福祉団体定期保険の給付内容
（Fコース：800円／月）

280万円

110万円

  60万円

280万円

  60万円

1,870円

不慮の事故による死亡
（死亡保険金+災害保険金）

ガンによる死亡
（死亡保険金+ガン死亡保険金）

ガン以外の病気による死亡
（死亡保険金）

不慮の事故による
高度障害
（高度障害保険金+災害高度障害保険金）

病気による高度障害
（高度障害保険金）

不慮の事故による入院
（入院給付金）
（5日以上60日限度、1日につき）

給付内容 給付金額

死
　亡

入
　院

高
度
障
害
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	「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 有限会社 随想舎

☎028-616-6605	5028-616-6607
有限会社  栃木広告社

☎028-639-1115	5028-639-1116

新規入会事業所を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎028-637-3131 5028-634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーのご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書をFAXで送信します。

商工会議所入口でＰＲ

　

総
務
部
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問合せ

■
投
稿
先

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所

 

会
報
「
天
地
人
」

 

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
0
2
8–

6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。
〈 問合せ〉　総務部 ☎028-６３７-３１３１

業種 カフェ オーナー		寺田	幸生さん

〈所在地〉
宇都宮市江野町6-9
カクニシビルB1F

☎6028-666-8112

Coffee	shop	tera	coffee

　

に
ぎ
や
か
な
通
り
か
ら
半
地
下
に
階
段

を
数
歩
を
降
り
る
と
、
コ
ー
ヒ
ー
を
五
感

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
空
間
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
豆
は
す
べ
て「
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ

コ
ー
ヒ
ー
」と
し
て
認
定
さ
れ
た
も
の
で
、

深
い
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
に
あ
う
ド
ー
ナ
ツ
や
ホ
ッ
ト
サ

ン
ド
も
あ
り
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
O
K
。

営
業
時
間
は
12
時
〜
24
時（
火
〜
土
曜

日
）、12
時
〜
20
時（
日
曜
日
）。月
曜
定
休
。

半
顔
の
地
蔵
戊
辰
を
生
き
延
び
る

生な
り
わ
い業
に
家
紋
が
目
立
つ
時
代
劇

目
で
計
り
手
で
量
り
し
て
福
袋

影
法
師
だ
け
が
頼
り
の
月
の
道

寒
明
け
へ
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
影

三
歳
の
舌
も
餃
子
と
宮
育
ち

古
き
友
達
の
一
つ
に
花
粉
症

私わ
た
く
しも
ひ
と
つ
ぶ
の
種
発
芽
す
る

寄
せ
鍋
を
隣
の
箸
が
取
っ
て
く
れ

月
に
肌
許
し
て
母
の
終し

ま

い
風
呂

江
部　

政
司

石
田
武
三
郎

髙
田　

武
子

山
口　

イ
ネ

柏
村
久
美
子

小
野
口　

博

渡
辺　

一
郎

柳
岡　

睦
子

鈴
木　
　

茂

田
崎　

武
一

（
無
職
）

（
紋
店
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
自
営
業
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
210
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
。

〈
評
〉
忠
臣
蔵
は
丸
に
鷹
の
羽
。

〈
評
〉
鈍
く
な
り
た
る
手
計
り
の
感
。

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

「良断」

い
い
人
。
と
断
ら
な
い
人
。

を
混
同
す
る
こ
と
が
あ
る
が

本
当
に
い
い
人
な
ら
ば
、

相
手
と
自
分
の
よ
り
よ
い
未
来
を
想
像
し

場
合
に
よ
っ
て
は
、

し
っ
か
り
と
断
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

良
い
断
り
方
を
身
に
付
け
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　書道家。熊本育ち。３歳から母である
双葉（そうよう）に師事。東京理科大学、
ＮＴＴ退社後、ストリートからはじめる。
ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世界遺産「平
泉」など数々の題字を手がける。全国で
ユニークな個展を開催。著書は、作品集
【絆】、【上機嫌のすすめ】など 20を超え
る。書道教室は約３００名（２００５年よ
り満席状態が続く）。公式ブログ「書の力」
のアクセス数は、１日５万を超える。 
⇒ http://ameblo.jp/souun

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ
・
そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉

◎栃木県立博物館 ☎028-634-1311
企画展「桜　野生のサクラいろいろ」
3月21日（土）〜平成27年度まで
栃木県産の野生のサクラ類や生態、研究者について、標本、写真など
を通じて紹介。（同館ＨＰより）
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎028-643-0100
企画展「薄久保友司展　光　風　人々　私」
3月22日（日）まで
宇都宮市に生まれ、新制作協会で活躍する画家。その画業を、初
期から現在に至るまでを紹介。絵本、教科書も同時に展示する。（同
館ＨＰより）
一般＝600円／大高生＝400円／中学生以下無料（ただし宇都宮市在住者）

◎栃木県立美術館	☎028-621-3566
企画展「河野次郎と明治・大正の画人ネットワーク」
3月22日（日）まで
河野次郎は、大正時代を代表する画家の1人。足利藩出身の画学
教員で、明治時代の洋画教科書の編纂を手がけた。足利市立美術
館との共同企画。（同館ＨＰより）
一般＝800円／大高生＝500円／中学生以下無料応募先 〒320−0806	宇都宮市中央3 -1- 4　

宇都宮商工会議所	会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

A
か
ら
J
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉	

こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
３
０
年
。

男
女
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
法

1.
2.
3.
4.
5.
6.
8.
11.
13.
14.

16.
20.
21.
22.
24.

1.
4.
7.
9.
10.
12.
15.
17.
18.
19.
22.
23.
25.
26.

この時期川辺などで見かけるフワフワした花穂をつける植物
銀行からの○○○も受けられ、なんとか運転資金が確保できた
童謡「まりと殿様」の殿様ってどこの藩の人？
ことわざ「亀の○○より年の○○」
猛勉強の○○あって何とか志望校に合格できた
金額をはっきり示さず、無造作に与えるお金
海の資源枯渇防止のため北欧や日本で○○○○○漁業が盛んに
焼き鳥のメニューのひとつ○○の名は英語heart（心臓）から
ラーメンのつゆにはしょうゆ味、塩味、○○○○、豚骨スープ味などが
政治・外交における基本原則トルーマン○○○○○、
ニクソン○○○○○、オバマ○○○○○
沖縄のここの基地移転をどこにするかで困難な局面が続く
船が港に停泊する時海中に降ろすもの
エジプトのスエズで２本目の○○○の建設が進行中
よく言います。「○○の○○は味方」
戦国時代の合戦のシーンでよく見る○○武者、○○隊、○○戦

降り積もった雪がとけずに残り、その後の積雪の下積みになったもの
宇都宮が発祥の「街コン」もこれの大規模化したもの
難航続くTPPでの農産物を巡っての日米○○○○○
同じ賞状を何枚も出す時によく聞く「○○同文」の言葉
江戸時代群馬地域は「上州」、栃木地域は「○○○○」と呼ばれた
怪談話などでよく聞く「草木も眠る○○○○○○」
江戸時代には「美濃」と呼ばれた県
「この町に越して来て大分経つけど、いまだに○○者扱いされる」などと
日本での漢字の読み方には音読み、○○読み、特殊読みなどある
食品や料理などを持ち帰ること
明智光秀の反乱はあえなく「三日○○○」で終わる
浅草、鎌倉、京都嵐山あたりで人気の○○○○車
相撲で勝負を決する時の技の言い方
昨シーズン３冠に輝いたサッカーチーム「○○○大阪」

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え	:	

セ
イ
サ
ン
ネ
ン
レ
イ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
3
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
を
代
表
す
る
作

家
、
カ
㆑
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク（
１
８
９
０
〜

１
９
３
８
）が
１
９
２
９
年
に
出
版
し
た

エ
ッ
セ
イ
集
で
す
。
題
名
の
と
お
り
、
家

庭
園
芸
に
関
す
る
内
容
で
す
。
兄
の
ヨ
ゼ

フ
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
描
く
イ
ラ
ス
ト
が
満
載

さ
れ
、
今
読
ん
で
も
時
代
を
感
じ
さ
せ
な

い
、
楽
し
い
読
み
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
本
の
翻
訳（
た
だ
し
ド
イ
ツ
語
か
ら

の
重
訳
）が
中
公
文
庫
で
も
出
て
お
り
、

読
み
比
べ
て
み
て
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
内
容
は
、
ま
さ
し
く「
素
人
園
芸
家

奮
闘
記
」。
主
に
さ
ま
ざ
ま
な
失
敗
に
つ

い
て
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
綴
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
園
芸
の「
え
」の
字
も
知
ら
な

く
て
も
、
楽
し
く
読
め
る
こ
と
、
請
け

合
い
で
す
。
そ
し
て
読
み
終
わ
る
頃
に

は
誰
か
に
園
芸
に
つ
い
て
語
り
た
く
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。

『
園
芸
家
の一年
』

カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク［
著
］

飯
島
周［
著
］

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

１
、２
０
０
円
＋
税

選者  荒井 宗明 氏
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三
月
二
十
一
日（
土
・
春
分
の
日
）　

正
浄
寺
の
雅
楽
奉
納（
大
田
原
市
佐
久
山
）

　

奥
州
街
道
の
宿
場
町
佐
久
山
に
あ
る
正
浄

寺
で
春
秋
の
彼
岸
な
ど
に
奉
納
さ
れ
る
雅
楽
。

江
戸
時
代
末
期
ご
ろ
か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
、

彼
岸
の
中
日
に
古
式
豊
に
行
わ
れ
る
。
栃
木

県
無
形
民
俗
文
化
財

三
月
十
八
日（
水
）
～
二
十
四
日（
火
）　

岩
船
山
高
勝
寺
大
縁
日（
岩
舟
町
）

　

日
本
三
大
地
蔵
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
高

勝
寺
の
お
彼
岸
。
関
東
の
高
野
山
と
呼
ば
れ
、

「
死
者
の
霊
が
集
ま
る
」と
い
う
信
仰
が
あ
る
。

境
内
か
ら
は
関
東
平
野
を	

一	

望
で
き
る
。

三
月
二
十
九
日（
日
）　

岩
崎
観
世
音
大
祭（
日
光
市
今
市
）

　

子
授
け
、
安
産
の
仏
様
と
し
て
信
仰
さ
れ

る
岩
崎
観
世
音
の
大
祭
。
別
名「
鶴
の
子
観

世
音
」と
呼
ば
れ
る
。
子
ど
も
を
授
か
り
た
い

夫
婦
が
観
音
様
か
ら
卵
を
一
つ
も
ら
い
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
翌
年
二
つ
に
し
て
返
す

行
事
。
毎
年
三
月
の
最
終
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
。
奥
の
院
の
洞
窟
に
ご
本
尊
様
が
祀
ら

れ
て
い
る
。

四
月
二
日（
木
） 

強
飯
式（
日
光
市
）

　

日
光
山
内
の
輪
王
寺
三
仏
堂
で
行
わ
れ
る

「
日
光
責
め
」と
称
さ
れ
る
古
儀
。
山
伏
姿
の

強
飯
僧
が
裃
姿
の
頂
戴
人
に
三
升
の
山
盛
り

飯
を「
七
十
五
杯
、
残
さ
ず
に
頂
戴
し
ろ
」と

責
め
立
て
る
」奇
祭
と
し
て
知
ら
れ
る
。

四
月
五
日（
日
） 

風
見
の
神
楽（
塩
谷
町
）

　

塩
谷
町
風
見
の
鎮
守
東
護
神
社
の
例
祭
に

奉
納
さ
れ
る
神
楽
。
栃
木
県
の
太
々
神
楽
の

中
で
も
伝
統
あ
る
も
の
で
、
江
戸
時
代
初
期

の
慶
長
年
間
に
奉
納
さ
れ
た
記
録
を
持
つ
。

神
田
流
岩
戸
神
楽
の
流
れ
を
組
み
、
栃
木
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

宇都宮伝統文化連絡協議会顧問  柏村  祐司

　

平
成
二
十
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る

テ
レ
ビ
局
か
ら「
栃
木
県
の
人
々
は
サ
メ

を
食
べ
る
よ
う
だ
が
ど
う
し
て
か
」「
サ

ガ
ン
ボ
は
サ
メ
の
一
種
と
い
う
が
、
そ
の

語
源
は
」と
いっ
た
内
容
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
。
と
っ
さ
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
筆

者
は
、
そ
の
後
魚
類
図
鑑
や
郷
土
料
理

本
や
関
係
者
等
に
あ
た
り
、
よ
う
や
く

そ
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
経
験

を
持
つ
。

　

サ
ガ
ン
ボ
と
は
、
ア
ブ
ラ
ツ
ノ
ザ
メ
の
こ

と
を
い
い
、
茨
城
県
か
ら
栃
木
県
辺
り
の

呼
び
名
で
あ
る
。
温
帯
域
か
ら
寒
帯
域

の
大
陸
棚
付
近
に
生
息
し
、
サ
メ
類
の
中

で
は
最
も
生
息
域
が
広
い
。
大
き
さ
は
、

七
十
セ
ン
チ
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
位
で
小
型

で
あ
る
。
十
二
月
頃
か
ら
六
月
頃
ま
で

が
漁
獲
量
が
多
く
、
特
に
十
二
月
頃
か
ら

二
月
頃
の
も
の
は
、
身
が
引
き
締
ま
り
最

も
美
味
と
い
わ
れ
る
。
肉
は
煮
付
け
や
照

り
焼
き
、
フ
ラ
イ
、
あ
る
い
は
カ
マ
ボ
コ
等

に
、
ヒ
レ
は
フ
カ
ヒ
レ
と
し
て
、
ま
た
肝
臓

に
含
ま
れ
る
脂
肪
分
は
肝
油
と
し
て
利

用
さ
れ
馴
染
み
深
い
魚
で
あ
る
。

　

さ
て
、
栃
木
県
の
人
が
な
ぜ
サ
メ
の
仲

間
の
サ
ガ
ン
ボ
を
食
べ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

答
え
は
サ
ガ
ン
ボ
は
腐
敗
し
に
く
く
、
冷

蔵
技
術
の
未
発
達
な
時
代
に
あ
っ
て
は
、

貴
重
な
海
の
生
鮮
魚
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
サ
メ
類
は
体
内
に
尿
素
を
蓄
積
し
て

お
り
、
鮮
度
が
落
ち
る
と
ア
ン
モ
ニ
ア
を
生

じ
る
。
こ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
が
腐
敗
を
遅
く
し
、

内
陸
部
ま
で
の
流
通
を
可
能
に
し
た
の
で

あ
る
。

　

も
と
も
と
栃
木
県
内
で
出
回
っ
た
サ
ガ

ン
ボ
は
、
茨
城
県
北
部
の
漁
港
で
水
揚
げ

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
カ
マ
ボ
コ
や
肝
油
製

造
工
場
を
持
た
な
か
っ
た
こ
れ
ら
漁
港
で

は
、
独
特
の
臭
い
を
発
す
る
サ
ガ
ン
ボ
は
敬

遠
さ
れ
た
。
そ
れ
が
栃
木
県
内
に
出
回
っ

た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
茨
城
県
北
部
の
漁
港
で
は
、

水
揚
げ
さ
れ
た
サ
ガ
ン
ボ
を
一
匹
ま
る
ご

と
販
売
し
た
訳
で
は
な
い
。
頭
部
を
切
り

落
と
し
最
も
価
値
の
あ
る
ヒ
レ
は
別
に
販

売
し
た
の
で
あ
る
。
栃
木
県
内
に
送
ら
れ

た
の
は
、
胴
部
で
あ
り
、
し
か
も
サ
メ
類

特
有
の
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
皮
を
剥
い
だ
も
の

で
あ
る
。
そ
の
形
は
厳
冬
期
軒
先
に
下
が

る
ツ
ラ
ラ
に
似
て
い
る
。
茨
城
県
北
部
地

域
で
は
、
ツ
ラ
ラ
を
サ
ガ
ン
ボ（
下
が
り
棒

が
訛
っ
た
も
の
）と
い
う
。
そ
こ
で
ツ
ラ
ラ

の
よ
う
な
形
を
し
た
胴
部
だ
け
の
ア
ブ
ラ

ツ
ノ
ザ
メ
を
、
サ
ガ
ン
ボ
と
い
い
販
売
し
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
最
近
は
、
ム
キ
サ
メ

の
名
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

近
頃
は
長
期
に
わ
た
り
サ
ガ
ン
ボ
の
切

り
身
が
店
頭
に
並
ぶ
が
、
か
つ
て
は
真
冬

で
な
い
と
出
回
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

サ
ガ
ン
ボ
は
、
ぶ
つ
切
り
に
し
た
切
り
身

を
砂
糖
醤
油
で
煮
付
け
て
食
べ
る
の
が
、

栃
木
県
内
で
の
一
般
的
な
食
べ
方
で
あ

る
。
サ
メ
類
は
骨
が
柔
ら
か
く
食
べ
や
す

い
。
ま
た
、
一
晩
お
い
て
切
り
身
の
回
り

に
固
ま
っ
た
煮
凝
り
も
美
味
い
。
サ
ガ
ン

ボ
料
理
は
、
内
陸
県
栃
木
の
冬
の
風
物
詩

で
も
あ
っ
た
。

　

栃
木
県
内
で
は
サ
ガ
ン
ボ
以
外
に
も
サ

メ
を
食
べ
る
。
通
称
モ
ロ
と
い
い
、
店
頭
で

は
モ
ウ
カ
ザ
メ
の
名
で
売
ら
れ
て
い
る
の
が

そ
れ
で
あ
る
。
和
名
を
ネ
ズ
ミ
ザ
メ
と
い

う
。
寒
冷
な
海
に
生
息
し
、
結
構
大
型

で
ど
う
猛
で
あ
る
。
切
り
身
で
売
ら
れ
て

い
る
の
で
全
体
像
は
つ
か
め
に
く
く
、
そ

れ
が
サ
メ
の
一
種
と
知
っ
て
い
る
人
は
少
な

い
よ
う
だ
。
煮
付
け
の
他
に
フ
ラ
イ
に
し

て
も
美
味
で
あ
る
。
サ
ガ
ン
ボ
と
同
じ
理

由
で
内
陸
部
に
出
回
っ
た
魚
で
あ
る
。

　

海
な
し
県
ゆ
え
サ
メ
を
食
べ
る
食
文
化

が
根
付
い
た
。
理
由
を
知
っ
て
、
な
る
ほ

ど
と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。

第31回

「サガンボって何だ」
 サメを食べる宮っこ　

アブラツノ
ザメ

モロの煮
付け（写真上）

．サガンボ
の煮付け（写真下

）
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現場では安心安全を
常に心がけている

警備員は安心安全を守る頼もしい存在

人気商品の「チョコ㆑ート饅頭」を持つ和氣社長

営
理
念
は
、
八
下
田
社
長

が
平
成
22
年
に
定
め
た
も

の
で
す
。

　
「
経
営
理
念
の
目
的
は
、
私
た

ち
カ
ル
テ
ッ
ク
の
存
在
意
義
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
こ
と
。
こ
れ
を
曖
昧

に
し
て
お
く
と
、
業
務
は
も
ち
ろ

ん
、
人
材
教
育
も
指
針
を
失
っ
て

定
ま
り
ま
せ
ん
」

　

経
営
理
念
の
下
に
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
、
経
営
指
針
９
カ
条
、
社
員
行

動
指
針
な
ど
も
定
め
て
い
ま
す
。

　
「
経
営
理
念
や
、
そ
れ
を
受
け

る
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
込
め
た
想
い

は
、
一
つ
は
社
会
に
向
け
た
宣
言
で

す
。
と
同
時
に
、
社
員
が
安
心
し

て
働
く
こ
と
の
で
き
る
会
社
に
な

る
こ
と
で
、
顧
客
の
皆
さ
ん
へ
の
安

心
安
全
も
強
く
守
り
抜
く
と
い
う

気
持
ち
も
込
め
て
い
ま
す
」

　

経
営
理
念
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
、

行
動
指
針
な
ど
は
、
企
業
活
動
の

根
幹
と
し
て
、
社
員
全
員
に
徹
底

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
「
警
備
業
に
は
警
備
業
法
で
定

め
ら
れ
た
新
任
教
育
、
現
任
教
育

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
に
プ
ラ
ス
し
て
人
財
教
育
と
経

営
理
念
の
浸
透
を
実

施
し
て
い
ま
す
」

　

も
ち
ろ
ん
、
日
々
の

業
務
の
中
で
も
す
ぐ

に
復
習
で
き
る
よ
う
、

毎
期
の
経
営
方
針
書
を
社
員
全
員
に

配
布
し
、
そ
こ
に
も
経
営
理
念
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
受
注
す
る
仕
事
で
は
、
特

に
一
般
の
方
々
と
接
す
る
機
会
が
多
い

た
め
、
一
般
の
警
備
会
社
よ
り
も
顧

客
サ
ー
ビ
ス
を
意
識
し
て
行
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
「
警
備
員
と
い
う
と
、
こ
わ
も
て
な

イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
。
で
す
が
私
ど
も

の
顧
客
で
は
、
厳
格
な
警
備
を
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
重
視
し
た
警
備
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
で
き
る

だ
け
笑
顔
で
、
親
切
て
い
ね
い
を
心
が

け
て
い
ま
す
」

　

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
警
備
員
が
そ

の
施
設
の
「
顔
」
に
な
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
笑

顔
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の一
方
で
、
も

ち
ろ
ん
何
か
あ
っ
た
時
の
た
め
の
訓

練
も
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　
「
工
事
現
場
で
の
警
備
も
近
年
は

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
、

一
般
の
方
と
接
し
ま
す
か
ら
、
笑
顔

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
目
標
を
う
か
が
い
ま
し

た
。

　
「
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
警
備
会

社
に
な
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は

社
員
教
育
や
社
内
体
制
の
充
実
に
、

いっ
そ
う
力
を
入
れ
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
県
外
の
顧
客
拡
大
も
、
将

来
的
に
は
目
指
し
た
い
で
す
ね
」
と

話
す
八
下
田
社
長
。

　

地
域
社
会
を
守
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、
意
気

軒
昂
な
八
下
田
社
長
の
元
で
、
㈱
カ

ル
テ
ッ
ク
も
一
層
の
躍
進
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

「

笑
顔
の
コ
ミュニケ
ー
ション
を

 

大
切
に
し
て
い
ま
す
」

和
と
洋
の
ブ
レ
ン
ド
が
人
気

新
し
い
和
菓
子
の
流
れ

◎

チ
ョコ
レ
ー
ト
饅
頭

    

８
個
入
り   

7
8
0
円︵
税
込
︶か
ら

　
地
域
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
㈱
カ
ル
テ
ッ
ク
。
官
公
庁
や
教
育
機

関
な
ど
に
顧
客
が
多
い
の
は
、
同
社
の
信
頼
度
の
高
さ
の
現
れ
で
し
ょ
う
。
同
社
の
八
下
田

達
哉
社
長
に
、
経
営
理
念
や
同
社
の
今
後
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
か
り
ま
ん
」で
大
ブ
レ
イ
ク
し
た
、
老
舗
和
菓
子
店
・
有
限
会
社
髙
林
堂
。

洋
菓
子
感
覚
で
食
べ
ら
れ
る
和
菓
子
と
し
て
、
今
や
宇
都
宮
の
定
番
で
す
。

そ
ん
な「
か
り
ま
ん
」の
さ
き
が
け
で
も
あ
る「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
饅
頭
」に
つ
い

て
和
氣
康
匡
社
長
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

心から安心できる社会を
創造する

私たちカルテックは、人々の生活の
安全を護る警備事業者である事を基
底に、心から安心できる警備サービ
スの研究と開発を積み重ね、一人
でも多くのお客様にサービスを提供
することによって、心から安心できる
社会の実現を目指します。

経営理念

株式会社カルテック
代表取締役  八下田達哉氏

Information

株式会社カルテック
代表取締役  八下田  達哉
設立／昭和55年4月
所在地／宇都宮市今宮4-6-30
☎ 028-615-0606
http://www.caltecsecurity.co.jp
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雷
都
物
語
が
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
、
約

20
年
前
に
誕
生
し
た
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

饅
頭
」
は
、「
か
り
ま
ん
」
が
ヒ
ッ
ト

し
た
現
在
も
髙
林
堂
の
人
気
商
品
の 

一

つ
で
す
。
白
あ
ん
と
チ
ョコ
レ
ー
ト
を
ブ

レ
ン
ド
し
、饅
頭
の
皮
に
コ
コ
ア
パ
ウ
ダ
ー

を
入
れ
る
な
ど
し
て
香
り
や
味
わ
い
を

持
た
せ
て
い
ま
す
。

　
「
饅
頭
と
い
う
『
和
』
の
も
の
に
、チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
コ
コ
ア
と
い
う
『
洋
』
の
要

素
を
加
え
た
お
菓
子
は
、
そ
れ
ま
で
伝

統
的
な
和
菓
子
ひ
と
す
じ
に
や
っ
て
き

た
髙
林
堂
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
挑
戦

で
し
た
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
昨
年
９
月
に
社
長

に
就
任
し
た
ば
か
り
の
、
和
氣
康
匡

さ
ん
。「『
か
り
ま
ん
』
も
和
洋
ブ
レ
ン

ド
の
商
品
開
発
で
し
た
か
ら
、『
チ
ョコ

レ
ー
ト
饅
頭
』
は
そ
の
さ
き
が
け
で
し

た
ね
」

　

さ
っ
そ
く
、
そ
の
製
造
過
程
を
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
あ
ん

を
作
る
「
あ
ん
場
」
と
呼
ば
れ
る
工

場
で
す
。
こ
こ
で
白
あ
ん
と
チ
ョコ
レ
ー

ト
が
よ
く
練
り
込
ま
れ
ま
す
。
で
き

た
あ
ん
を
、
別
棟
の
工
場
に
あ
る
包
あ

ん
機
へ
持
っ
て
行
き
ま
す
。
包
む
の
は

饅
頭
の
皮
で
す
が
、
コ
コ
ア
パ
ウ
ダ
ー
を

ま
ぜ
て
あ
り
ま
す
。

　

包
ま
れ
た
饅
頭
を
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き

上
げ
、
さ
め
た
と
こ
ろ
で
包
装
で
す
。

熟
練
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
慣
れ
た
手
つ
き

で
美
し
い
包
装
紙
に
く
る
ん
で
い
き
ま

す
。
お
お
む
ね
、
１
日
に
１
０
０
個
く

ら
い
製
造
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
工
場
は
、
午
前
２
時
く
ら
い
か
ら

仕
事
を
始
め
ま
す
。
店
舗
が
開
店
す

る
前
に
、
そ
の
日
の
お
菓
子
を
届
け
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
し
て

も
早
い
時
間
に
な
る
の
で
す
」
と
話
す

和
氣
社
長
。
午
前
９
時
頃
に
は
、
全

店
舗
に
配
達
に
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
一
段
落
し
た
あ
と
は
翌
日
の

準
備
や
焼
き
菓
子
の
製
造
な
ど
に
と

り
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

近
年
、
和
氣
社
長
を
中
心
に
、
新

商
品
開
発
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。「
和
マ
カ
ロ
ン
」
や
「
か

り
ま
ん
ラ
ス
ク
」
な
ど
の
人
気
商
品

も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
「
研
究
開
発
は
常
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
若
い
人
は
和
菓
子
を
敬
遠
し
が

ち
で
す
の
で
、
い
か
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

か
に
苦
心
し
て
い
ま
す
」

　

伝
統
的
な
和
菓
子
への
入
口
と
し
て

も
、
和
洋
折
衷
タ
イ
プ
の
菓
子
は
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
「『
か
り
ま
ん
』
は
私
が
手
が
け
た

最
初
の
商
品
。
愛
着
は
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
頼
っ
て
い
て

は
、
い
つ
か
消
費
者
に
飽
き
ら
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
も

商
品
開
発
は
重
要
で

す
。
伝
統
と
革
新
を

ど
う
ブ
レ
ン
ド
す
る

か
、
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」

　

髙
林
堂
の
店
舗
は
、

現
在
６
店
舗
。
最
新
は
、
昨
年
12
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮

駅
店
（
２
階 

と
ち
ぎ
グ
ラ
ンマ
ル
シェ
内
）

で
す
。
毎
日
多
く
の
人
が
乗
り
降
り
す

る
駅
ビ
ル
な
の
で
売
れ
行
き
も
好
調
と

の
こ
と
。
他
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

も
順
調
で
す
。

　
「
今
後
も
、
お
い
し
く
食
べ
て
い
た

だ
け
る
お
菓
子
を
作
り
続
け
て
行
き

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
和
氣
社
長
で

し
た
。

宇都宮の香りと
真心をこめて

有限会社 髙林堂
本店所在地／宇都宮市馬場通り3-4-18

☎ 028-633-4946
5028-633-4940

http://www.kourindo.jp

和風の饅頭にチョコ㆑ー
トをミックスし、しゃれた
洋風の味に仕上げました。
コーヒー、紅茶とも合い、
若者にも喜ばれ、モダン
な古都（宇都宮）のイメー
ジを感じさせます。

あんを饅頭生地で包みます

㈱カルテック本社社屋

有限会社  髙林堂
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　今月号に同封させていただいた「ビジネス
マネジャー検定試験」の案内チラシ。
　新しい検定試験として、本年７月に第１回
が開催されます。本検定試験は、企業規模や
業種に関係なく、あらゆる管理職（マネジャー）が、知っ
ておくべき基礎知識を網羅的に身につけることができま
す。実践的・実務的な研修としても活用できる本検定試
験。御社のリーダー育成にぜひご活用ください。

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

2015

3月

MITOUTSUNOMIYAMAEBASHI

MITO

キタ
カンだより

　

　
　

MAEBASHI

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

☎
0
2
8-

6
6
6-

8
9
3
8

午
前
11
時
〜
午
後
11
時

☎
0
2
8-

6
6
6-

8
7
8
5

●
2
階  H

ills C
afe

●
1
階  @

m
iya

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の
み
や

シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
る
案
内

所
設
置（
毎
週
日
曜
日
） 

ま
ち
な
か
案
内
所

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、
よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県
・
茨
城
県
の
魅
力
や
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問合せ

2223 March 2015

　

創
建
は
寛
平
3（
8
9
1
）年
ご
ろ
と
い
わ

れ
、
室
町
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た
四
脚
門

は
県
指
定
文
化
財
で
す
。
水
戸
藩
第
2
代
藩

主
徳
川
光
圀
公
ゆ
か
り
の
寺
で
、
境
内
に
残

る
法
宝
蔵
は
光
圀
公
が
建
立
し
ま
し
た
。
典

籍
1
9
7
5
冊
、
文
書
4
7
9
通
は
、
県
指

定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

墓
地
に
は
、
彰
孝
館
総
裁
を
つ
と
め
た
立

原
翠
軒
や
大
日
本
史
の
完
成
に
力
を
尽
く
し

た
栗
田
寛
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
樹
齢

1
7
0
年
の
見
事
な
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
、
光

圀
公
が
鑑
賞
し
た
桜
の
子
孫
と
い
わ
れ
て
お

り
、
桜
の
名
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

樹
齢
1
1
0
0
年
を
越
え
る
大
杉
や
8
0
0

年
の
大
銀
杏
も
あ
り
、
静
寂
な
景
観
が
み
ら

れ
ま
す
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

3月
March

◎
毎
月
25
日

 　

愉
快
の
日
協
賛
事
業

●
毎
月
25
日
は
愉
快
の
日
！ 　
　

割
引
や
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
等

を
実
施
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
で
。

◎
3
月
25
日（
水
）

 　

ミ
ヤ
ラ
ジ

　

〜
愉
快
な
情
報
局
〜

●
1
階
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
で

U
S
T
E
R
E
A
M
中
継

 

（h
ttp

://w
w

w
.ustream

.tv/
channel/m

iyaradi

）

　

こ
の
ほ
か
に
も
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
・
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
27
年
2
月
27
日
現
在
）

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

（
宇
都
宮
商
工
会
議
所
地
域
振
興
部
内
）

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

http://w
w

w
.u-cci.or.jp

/m
iyacafe

　

正
式
名
は
大
珠
山
龍
海
院
是
字
寺
。
徳
川

家
康
の
命
に
よ
り
家
臣
・
酒
井
重
忠
が
建
立

し
た
と
い
わ
れ
、
重
忠
が
前
橋
藩
主
に
な
っ

た
際
、
川
越
か
ら
こ
の
地
に
移
さ
れ
、
酒
井

家
の
菩
提
寺
と
な
り
ま
し
た
。

　

是
字
寺
の
名
前
の
由
来
は
、
徳
川
家
康
の

祖
父
、
松
平
清
康
が「
是
」の
字
を
握
る
夢
を

見
て
、「
是
と
い
う
字
を
分
け
る
と
、
日
、
下
、

人
と
な
る
。
こ
れ
は
天
下
を
握
る
吉
兆
で
あ

る
」と
解
い
た
と
こ
ろ
か
ら
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

前
橋
の
桜
の
名
所
で
も
あ
り
、
寺
院
の
入

り
口
に
は
大
き
な
石
造
り
の
仁
王
像
、
そ
し

て
桜
の
古
木
が
植
え
ら
れ
た
参
道
を
抜
け
る

と
、
堂
々
た
る
山
門
が
参
詣
の
人
を
迎
え
入

れ
て
く
れ
ま
す
。（

情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

龍海院

六地蔵寺

六地蔵寺
水戸市六反

田町767

☎029-269-2211

（六地蔵寺
）

龍海院

群馬県前橋
市紅雲町2

-8-15

☎027-221-4977

【
そ
の
他
】

本
講
習
会
出
席
率
80
％
以
上
で
、
予
備

試
験（
講
義
中
に
実
施
）に
合
格
さ
れ
た

方
は
、
販
売
士
検
定
試
験
の「
販
売
・
経

営
管
理
」科
目
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

宇
都
宮
共
和
大
学
で
は
、
３
級
販
売

士
養
成
講
習
会（
当
所
共
催
）を
開
催
し

ま
す
。

　

学
生
を
対
象
に
し
た
講
習
会
で
す
が
、

一
般
の
方
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
販
売
士
の
資
格
を
取
得
し

て
、
販
売
業
務
や
店
舗
経
営
等
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

４
月
25
日（
土
）
〜
６
月
27
日（
土
）の
毎

週
土
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

全
10
回

午
後
１
時
〜
４
時
10
分

【
会
場
】

宇
都
宮
共
和
大
学

宇
都
宮
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス

（
宇
都
宮
市
大
通
り
１-

３-

18
）

【
講
師
】

上
野 

擴

（
日
本
販
売
士
協
会
賛
助
会
員
、
登
録
講
師
）

【
受
講
料
】

２
万
５
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
申
込
期
間
】

３
月
7
日（
土
）
〜
４
月
6
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
日
・
祝
を
除
く
）

【
申
込
】

宇
都
宮
共
和
大
学（
宇
都
宮
シ
テ
ィ
キ
ャ

ン
パ
ス
事
務
局
窓
口
）で
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
市
お
も
て
な
し
推
進
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
お
も
て
な
し
」セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
!!

宇
都
宮
共
和
大
学
お
よ
び
宇
都
宮
商
工
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

３
級
販
売
士
養
成
講
習
会
の
受
講
者
募
集

「
外
国
人
に
向
け
た
接
客
・
商
売
の
ポ
イ

ン
ト
〜
文
化
の
違
う
外
国
人
を
感
動
さ

せ
る
た
め
に
は
〜
」

〈
講
師
〉　

橋
本
泉
氏（
中
小
企
業
診
断
士
、

中
小
企
業
大
学
校
講
師
、
浜
松
大
学
大

学
院
経
営
学
研
究
科
客
員
助
教
授
、
日

本
経
営
品
質
協
議
会
認
定
セ
ル
フ
ア

セ
ッ
サ
ー
）

【
定
員
】１
５
０
人

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
）

【
費
用
】無
料

【
申
込
】宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w

.

utsu
n

o
m

iya-cvb
.o

rg

）か
ら
申
込

用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問合せ

宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

☎
0
2
8-

６
３
2-

2
4
4
5

　

宇
都
宮
市
お
も
て
な
し
推
進
委
員
会

（
委
員
長 

上
野
勝
弘
）で
は
、「
ワ
ン
ラ
ン

ク
上
の
お
も
て
な
し
」を
テ
ー
マ
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

第
１
部
で
は
、「
心
を
つ
く
し
た
お
も

て
な
し
は
、
ち
ゃ
ん
と
お
客
さ
ま
に
届
き
、

ま
た
来
店
し
て
く
だ
さ
る
」を
信
念
に
日

本
橋
高
島
屋
正
面
玄
関
で
14
年
間
に
わ

た
り
お
客
さ
ま
を
お
出
迎
え
し
て
き
た

伝
説
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
敷
田
正
法
氏

に
よ
る「
心
を
動
か
す
お
も
て
な
し
」。

　

第
２
部
で
は
、
５
年
後
に
迎
え
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、
橋
本
泉

氏
に
よ
る「
外
国
人
に
向
け
た
接
客
・
商

売
の
ポ
イ
ン
ト
〜
文
化
の
違
う
外
国
人

を
感
動
さ
せ
る
た
め
に
は
〜
」を
テ
ー
マ

に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

３
月
17
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜

【
会
場
】栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　

第
１
会
議
室

【
内
容
】

◎
第
１
部

「
日
本
橋
高
島
屋
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
学

ぶ
〜
心
を
動
か
す
お
も
て
な
し
〜
」

〈
講
師
〉　

敷
田
正
法
氏（
㈱
高
島
屋
日
本

橋
店　

総
務
部
顧
客
グ
ル
ー
プ　

担
当

部
長
）

◎
第
２
部

問合せ
◎
講
習
会
に
関
す
る
こ
と

宇
都
宮
共
和
大
学

☎
0
2
8-

６
５
０-

６
６
１
１

◎
検
定
試
験
に
関
す
る
こ
と

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

総
務
部
検
定
担
当

☎
0
2
8-

６
３
７-

３
１
３
１

　

販
売
・
接
客
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、

販
売
促
進
の
企
画
立
案
や
在
庫
管

理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
い
た
る

ま
で
、
幅
広
く
実
践
的
な
専
門
知

識
が
身
に
つ
き
ま
す
。

　

小
売
業
・
流
通
業
を
は
じ
め
業

種
・
業
態
を
問
わ
ず
、
顧
客
満
足

を
高
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
で
き

ま
す
。

平
成
27
年
度

　

３
級
販
売
士
検
定
試
験

①
平
成
27
年
７
月
11
日（
土
）

②
平
成
28
年
２
月
17
日（
水
）

◎
受
験
料
４
、
１
２
０
円

販
売
士
検
定
と
は

第１部の講師
敷田正法氏

第2部の講師
橋本泉氏

◎
3
月
22
日（
日
）

 　

宇
都
宮
Ｐ
Ｒ

 　
（
プ
ラ
イ
ド
創
造
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

●「
宇
都
宮
プ
ラ
イ
ド
」の
活
動
と

し
て「
ど
う
し
た
ら
、
も
っ
と
宇

都
宮
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る

か
」と
い
う
観
点
で
行
わ
れ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｐ
Ｒ
活
動

 

（h
ttp

://m
iy

a
c

a
fe

.jp
/

vo
lu

n
te

e
re

p
o

rt/in
d

e
x.

php

）

◎
3
月
28
日（
金
）

 　

歌
お
う
愉
快
だ
！
歌
声
カ
フ
ェ

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で

市
民
音
楽
活
動
開
催
。



★毎月3万円の掛金（年間36万円）で、例えば課税対象所得400万円の方なら、
　約11万円の節税になります。（左図は確定申告書の記載例）

掛金は
損金もしくは
必要経費に
算入できます

掛金は
全額所得
控除

回収困難となった売掛金（被害額）
相当の資金を調達できます。
（最高8,000万円まで）

「取引先の倒産」と「商取引の
事実」の確認で迅速に貸付実行。
「取引先の倒産」と「商取引の
事実」の確認で迅速に貸付実行。 当面の資金繰りに

役立ち、自社と社
員を守れます。

当面の資金繰りに
役立ち、自社と社
員を守れます。

将来、「廃業」「役員退任」
等が生じたときに共済金を
受け取れます。

将来、「廃業」「役員退任」
等が生じたときに共済金を
受け取れます。 現役引退後の安心した

生活設計が図れます。
現役引退後の安心した
生活設計が図れます。

（
税
込
）


